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国土交通省が平成 25 年に情報化施工推進戦略を示したことにより，ICTの活用による高効率・高精度の

実現，業務の省力化・合理化等の改善を目的に ICT 建設機械の現場導入が進んでいる．現在の導入状況は，

後付けの ICT システムを搭載した建設機械のほか，完成品の ICT 建設機械も運用されている．ただし各シ

ステムが独自の仕様になっているため，建設現場では多種・多数の建設機械が混在することがあり，複数

の管理システムを併用することも少なくない．この場合，管理業務のための作業が重複することもあり，

これを解消することにより現場管理の省力化が可能と考えられる．そこで本研究では，一般に調達可能な

レンタル建設機械，後付けのマシンガイダンスシステムを搭載したバックホウを対象とし，自社のクラウ

ドシステムとの API連携により，データ活用を試みた． 
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1. はじめに 

 

ブルドーザやバックホウ等に搭載され，ICT 土工に使

用される，建設機械のマシンガイダンス(MG)やマシン

コントロール(MC) のシステムは，メーカー毎に独自の

仕様で開発され，計画ファイル等に用いる地形について

は，LandXML1)のように共通フォーマットが普及してい

るものの，施工中の情報については，異なるメーカー間

の互換性はない．一方，建設現場では複数の協力会社が

各々の建設機械を調達するためシステムの統一ができな

いため，複数メーカーのシステムが混在する場合も多い． 

複数のシステムが混在する場合には，管理を容易にす

るために，別途統一したシステムを設置したり，そのま

ま複数のシステムを使用したりしている．また多くの場

合，USB メモリや SDカード等の記憶媒体を経由して計

画ファイルや記録ファイルをやり取りしている．一部，

クラウドから計画ファイルをダウンロードしたり，クラ

ウドに記録ファイルをアップロードする製品もあるが，

各メーカあるいは関連組織が運営する独自のクラウド以

外には対応しないことが多い．そのため，施工会社が建

設機械のデータを独自に管理したい場合には，メーカー

や開発会社にシステムの製作を依頼する必要がある．  

機能改良の例では，本体の位置情報を用いて掘削土量

や出来形管理をする場合に，作業日毎のデータを開始か 

 

 

ら完了まで取得した後に，数量を算定するシステムが一

般的であるが，算出頻度を半日毎，1 時間毎の時間単位

や仮置き土を対象とした場合には，場所毎に算出するこ

とがある．また作業状況，機体姿勢をリアルタイムに表

示をしたいことがあり，変更の要望は現場毎や施工管理

を行う担当者毎に多く存在している．この様な状況から

建設現場では互換性のない複数のシステムを効率的に活

用するためにも，API(Application programming interface)の公

開と連携は有効と考えられる． 国土交通省は令和2年に

「インフラ分野におけるDXの推進について」２）発表し，

CIM (Construction Information Modeling, Management）をはじ

め３Dデータの活用，AIの活用とデジタル化を推奨して

いる．その取組みには APIによるシステム連携が示され

ているおり，その効果に期待が集まるところである．  

そこで本研究では，自社のクラウドサービスの APIを

開示し，他社のクラウドサービスと連携することによっ

て，新たに自社のシステムを拡張することなく，リアル

タイムのデータ連携を試み，そのデータを実現場で活用

する仕組みを構築し実証した． 
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工 事 名 平成31年度 設楽ダム廃棄岩骨材運搬路整備工事 

工事場所 愛知県北設楽郡設楽町田口先 

工 期 2019年7月 6日～2021年 3月 31日 

工事概要 

 

 

 

 

 

【シウキ工区】 

掘削 V=187,970m3 法面工 A=13,460m2 

排水構造部 1式 

【江ヶ沢工区】 

盛土 V=154,920m3 法面工 A=1,987m2 

補強盛土 30,300m3 擁壁工 1式 

【田尻工区】 

鋼製橋工 L=568m 擁壁工 A=319 m2 

 

 

 

図-1 ICTバックホウ 

 

 

2. 既往のAPI連携の取組み 

 

 Google3)やTwitter4)，Facebook5)等，多くのwebサービスが

Web上で活用可能なかたちでAPIを公開している．これ

らのAPIを使うことで，アプリケーション開発者は新た

なサービスを提供するだけではなく，アプリケーション

の機能を一から製作することなく機能追加が可能である．  

また公開されてるAPIでは検証作業も削減でき，製作

工数の削減により，コスト面でも効果が高くなる． 

国土交通省関東地方整備局の試行で「建設現場におけ

る無人化・省人化技術の開発・導入・活用に関するプロ

ジェクト」6)においてAPIを活用する公募が行われている． 

また国内の建設業向けに多くのクラウドサービスが提

供が行われている．建機、各種デバイスとサーバーを結

び３D データを活用するシステムでAPI連携がなされて

いる． 

 

 

 

 

 

図-3 クラウドメニュー画面例 

 

 

3. 試行現場 

 

本試行は，愛知県北設楽郡設楽町に計画されている 

設楽ダム造成のための運搬路整備工事のうち国交省中部

地方整備局発注の「平成３１年度設楽ダム廃棄岩骨材運

搬路整備工事」である．工事概要を表-1に示す． 

 

図

4. 技術概要 

 

今回使用したバックホウを図-1，マシンガイダンス画

面を図-2，クラウド画面を図-3に示す．このMGバック

ホウの刃先位置情報を 3D 描画機能を実装した実験用自

社クラウドに送信して，施工状況の監視および土量管

理に用いた． 

  

(1) 使用機械・システム構成 

・バックホウ：住友建機:SH-200-7(0.8m3級) 

レンタル機（図-1） 

・マシンガイダンスシステム 7)：ショージ社製  

（図-2） 

・クラウド：メニュー画面例（図-3） 

表-1 試行現場の概要 

図-2  MGシステム画面（車体側） 

 

図-6 バックホウの掘削作業状況 
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表-2 提供したAPIの例 

URLの命名規則：https://サーバー名/ システム名 /現場名/機能名 

 

 

 

 

(2) 外部に提供したAPI 

自社クラウドより連携先に開示・提供したAPIの例を

表-2に示す． 

 

 

5. 現場適用 

 

 (1) 取得データ 

IoTバックホウから取得する刃先位置情報データは， 

 約 0.2～0.3秒間隔でクラウドに送信され収録される． 

図-4に刃先位置情報データの例を示す． 

また刃先位置だけでなく，バックホウの位置，ブー

ム，アーム，リンク，バケットの角度を収集しているた

め，図-5に示すようにバックホウのアーム・ブーム・

バケットの動作姿勢を3Dモデルによりクラウド上で表

現し，リアルタイムに確認することができる． 

 

(2) 実装した追加した機能（土量自動算出） 

API 連携することで，刃先情報を取得して土量を自動

計算する機能を自社クラウドのメニューに追加した． 

土量検証時の作業状況を図-6に示す． 

図-5 バックホウの姿勢と刃先軌跡を図化 

図-4 IoTバックホウの刃先位置情報データの例 

図-6 バックホウの掘削作業状況 

姿勢取得
https://xxxxxxxxxx/iot/backhoe/test/appI
nterface/receive.php

POST datas=**,**,…#**,**,…# datas ： 機器姿勢情報1#機器姿勢情報2#…

検査内容登録
https://xxxxxxxxxx/RemotePresence/shit
ara/AddRange.php

POST
{Id:***,date:***,chk1:***,chk2:***,…}
(JSON)

Id ：検査ID, date ：日付, chk1 ：検査データ1,
chk2 ：検査データ2

検査内容更新
https://xxxxxxxxxx/RemotePresence/shit
ara/Update.php

POST
{Id:***,date:***,chk1:***,chk2:***,…}
(JSON)

Id ：検査ID, date ：日付, chk1 ：検査データ1,
chk2 ：検査データ2

検査削除
https:/xxxxxxxxxx/RemotePresence/shita
ra/Delete.php

DELETE {ids:****}   (JSON) ids　：検査ID

検査結果取得
https:/xxxxxxxxxx/RemotePresence/shita
ra/Info.php

GET ids=******* ids　：検査ID

画像の登録 https:/xxxxxxxxxx/geye/pict/api/upload/ POST ｛filename:*****,image:******｝  (JSON)
filename 　：　ファイル名, image：data URI形式に
変換したjpeg画像

画像の取得 https:/xxxxxxxxxx/geye/pict/api/get/ POST ｛date_1:*****,date_2:******｝  (JSON)
date_1　： 対象画像の範囲の開始日(yyyymmdd),
date_2　： 対象画像の範囲の終了日(yyyymmdd)

2

3

4

5

6

7

No API 関数名 書式 パラメータ

1
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図-7 に掘削作業時の軌跡を表示しています，掘削部

分の軌跡を緑で表示，空中の軌跡は灰色で表示している． 

 

 

6. まとめ・今後の課題 

 

本研究で試行した APIを開示することにより，後付け

のマシンガイダンスシステムを搭載したバックホウから，

外部クラウドへのデータ連携を可能とした．この API連

携から機種およびシステムを問わず，クラウドサービス

と連携ができ，実現の可能性を示せたと考える．これに

より建設現場での複数システムによる重複管理を解消す

ることが可能になり，省力化にも繋がる．またメーカー

間で機能を共有し合うことで，各社が得意分野に特化し

て，ユーザーはそれらを組み合わせて利用することで，

開発の期間や機能追加の効率化ができる．よってユーザ

ーは独自の管理システムを容易に構築することが可能に

なる． 

将来的に建設現場の管理システムと，発注者の工事情

報共有システム(ASP)と連携がされることで，現場の計

測データがASPに自動で記録されことで，調書などの書

類が削減されて，施工管理の省力化になればと考える． 

 

 

7. 参考事例 

～工事情報共有システム（ASP）と連携～ 

 

株式会社建設システムの工事情報共有システム(ASP)

のテスト環境に自社クラウドサービスのAPI を開示して

連携を行った．  

工事情報共有システム(ASP)で作成登録した立会・確

認，材料確認，段階確認，についてASP上で日程の登録，

予定の承認，調書の登録，立会の結果を互いのシステム

で共有することを実施した．立会・確認の例では，ASP

で登録された検査予定を自社クラウドの画面から確認し、

立会結果などを登録すると，ASPにその情報が転送され、

ステータスが変更をする． これにより将来，発注者の

工事情報管理システムとの連携が可能になると考える． 

ただし APIを設計する際の留意点として，データの保

管，データの処理方法，データの更新時期・頻度を定義

して進める必要がある．API 設計時の不具合対応にあた

っても，通常であれば自社システムだけを確認すれば解

決できるが，複数の会社に渡って切り分け作業が必要と

なり，煩雑である． 
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図-7 バックホウの掘削範囲の表示例 
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